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(百万円未満切捨て)
１．2021年３月期の連結業績（2020年４月１日～2021年３月31日）

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

　2021年３月期 81,606 15.9 9,891 15.7 10,195 15.6 5,988 0.4

　2020年３月期 70,389 5.5 8,550 13.1 8,822 13.8 5,966 13.3

(注) 包括利益 2021年３月期 8,714 百万円 ( 42.9％) 2020年３月期 6,096 百万円 ( 28.6％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

　2021年３月期 320.57 320.13 10.1 11.6 12.1

　2020年３月期 319.60 319.18 10.9 11.0 12.1

(参考) 持分法投資損益 2021年３月期 ２百万円 2020年３月期 △１百万円
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

　2021年３月期 94,225 62,761 66.5 3,358.63

　2020年３月期 81,520 56,493 69.2 3,026.35

(参考) 自己資本 2021年３月期 62,641百万円 　2020年３月期 56,374百万円
　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

　2021年３月期 5,381 △2,116 11 10,056

　2020年３月期 6,312 △3,457 △2,873 6,784

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2020年３月期 － 83.00 － 77.00 160.00 2,993 50.1 5.4

2021年３月期 － 60.00 － 101.00 161.00 3,018 50.2 5.0

2022年３月期(予想) － 88.00 － 89.00 177.00 50.0

（注）配当金総額には、2018年３月期に導入した株式給付信託（取締役向け）及び株式給付型ＥＳＯＰ信託の信託財産

として信託が保有する当社株式に対する配当金（2020年３月期６百万円、2021年３月期９百万円）が含まれてお

ります。

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 38,400 8.8 4,430 25.5 4,650 25.2 3,180 24.4 170.17

通 期 82,770 1.4 9,290 △6.1 9,670 △5.2 6,610 10.4 353.73



　

※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動

（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

： 無

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 　2021年３月期 20,688,135 株 　2020年３月期 20,688,135 株

② 期末自己株式数 　2021年３月期 2,001,400 株 　2020年３月期 2,020,776 株

③ 期中平均株式数 　2021年３月期 18,681,685 株 　2020年３月期 18,667,296 株

（注）期末自己株式数においては、株式給付信託（取締役向け）及び株式給付型ＥＳＯＰ信託の信託財産として株

式会社日本カストディ銀行(信託口)が所有している当社株式(2021年３月期61,730株、2020年３月期39,160

株）を含めて記載しております。

　

(参考) 個別業績の概要

１．2021年３月期の個別業績（2020年４月１日～2021年３月31日）

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

　2021年３月期 78,839 16.5 9,675 14.3 10,030 13.7 5,164 △14.4

　2020年３月期 67,648 6.2 8,461 14.0 8,823 14.5 6,031 13.2
　

１株当たり当期純利益
潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

　2021年３月期 276.45 276.07

　2020年３月期 323.13 322.70

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

　2021年３月期 90,722 62,969 69.3 3,369.74

　2020年３月期 79,707 57,528 72.0 3,081.76

(参考) 自己資本 　2021年３月期 62,849百万円 2020年３月期 57,408百万円

　

２． 2022年３月期の個別業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 36,940 8.8 4,590 24.0 3,140 22.1 168.03

通 期 79,610 1.0 9,460 △5.7 6,460 25.1 345.70

　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ.６「１.経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの影響が続くなか、段階的な経済活動

の再開や、政府・自治体の各種政策の効果、ワクチン接種開始への期待感等により、緩やかながら持

ち直しの動きが見られました。しかしながら、感染再拡大は波状的に到来し、緊急事態宣言の再発出

や蔓延防止措置などの対応にて、依然として先行き不透明な状況が続きました。一方、医療の現場に

おいては、感染者数の再拡大に伴い重症者対応や感染防止対策における設備・物資・人員不足が再び

懸念される状況にあります。

このような事業環境のもと、当連結会計年度の連結売上高は、816億６百万円（前期比15.9％増）

と伸張しました。この要因としては、従前から取り組んでいる品揃えの拡大、集中購買システム「ｏ

ｃｅａｎ」や販売店向けＥＣ支援システム「Ｗａｖｅ」などのＥＣ基盤の伸展、安定供給やクイック

デリバリー等顧客満足度の追求による顧客基盤の拡大等が挙げられます。

ＷＥＢ上の取扱商品の品揃えが510万点を超え、紙カタログに掲載せずＷＥＢサイトのみで紹介す

るロングテール商品の売上高は約72億円（同56.0％増）となりました。当社の持つ充実したデジタル

商品情報が、ＤＸという潮流の中で大きく新規売上に貢献しております。また、一時的な品不足が生

じたものの、いち早く調達の安定化を図り、ディスポウェアや非接触体温計といった感染対策用品等

を、タイムリーに供給できたことが顧客基盤の拡大と売上増に繋がりました。在庫・出荷能力を強化

した新物流拠点「Ｓｍａｒｔ ＤＣ」稼働も奏功しました。

販売費及び一般管理費につきましては、前期に比べ26億36百万円増加し、160億35百万円（同19.7

％増）となりました。増加要因としては、物流自動化設備等約45億円の設備投資を行ってきた「Ｓｍ

ａｒｔ ＤＣ」が2020年５月に稼働したこと等により減価償却費が６億32百万円増、不動産賃借料が

４億93百万円増となったこと、売上高増加等により運賃及び倉庫作業料が６億51百万円増となったこ

と等が挙げられます。

なお、特別損失として子会社である株式会社トライアンフ・ニジュウイチ（以下「トライアンフ２

１」という）ののれんについて、コロナ禍による一部新規プロジェクトの遅延等の影響を考慮し減損

損失を計上いたしました。また、当社が保有する投資有価証券のうち実質価額が著しく低下したもの

について投資有価証券評価損を計上し、合わせて特別損失として12億54百万円計上いたしました。

この結果、営業利益は98億91百万円（同15.7％増）、経常利益は101億95百万円（同15.6％増）、

親会社株主に帰属する当期純利益は59億88百万円（同0.4％増）となりました。期初においては、

「Ｓｍａｒｔ ＤＣ」稼働に伴う固定費増の一方コロナ禍における景気低迷見通しから増収減益の計

画でスタートしましたが、当社グループが今社会にできることを懸命に対応した結果増収増益を果た

し、売上高は11期連続増収、親会社株主に帰属する当期純利益は10期連続増益を達成することができ

ました。
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部門別の状況及び中期経営計画主要売上施策の進捗状況は以下のとおりです。

なお、部門の名称を以下のとおり変更しておりますが、集計方法は従来と変更ありません。

（部門別の状況）

①ラボ・インダストリー部門（旧研究・産業機器部門）

大学、研究機関及び企業の研究部門等を対象とするラボラトリー分野（旧科学機器分野）では、期

初の緊急事態宣言下において一部で在宅勤務等の措置が取られ需要が一時軟調となりました。宣言解

除後は、回復基調に転じ分析機器・用品や微生物検査用品、研究設備品やクリーンルーム用手袋等幅

広く需要が活発化し、当分野の売上高は、447億45百万円（前期比8.9%増）と堅調に推移しました。

また、製造現場等を対象とするインダストリー分野（旧産業機器分野）は、同じく緊急事態宣言下

において需要が軟調となり、解除後も生産活動の回復の遅れから低迷しておりましたが、10月以降

は、クリーンルーム用品はじめ全体として需要は復調を見せ、当分野の売上高は、153億91百万円

（同1.8％増）となりました。この結果、当部門の売上高合計は601億37百万円（同7.0%増）となりま

した。

②メディカル部門（旧病院・介護部門）

医療機関や介護施設等を対象とするメディカル部門では、医療現場のコロナ禍対策が常態化し、マ

スク・手袋等感染対策消耗品のみならず、非接触体温計等バイタル計測機器や安全キャビネット、医

療廃棄物容器等にいたるまで様々な品目に需要が広がりました。一部国内で品不足が生じる中いち早

く安定調達できたことも奏功し、お客様の支持を広げることができました。この結果、当部門の売上

高は210億49百万円（同52.8％増）と大幅に伸長しました。

③その他

子会社のトライアンフ２１は「ＯｆｆＳｉｄｅ」システム等により理化学機器・消耗品等のＷＥＢ

購買業務代行サービスを運営しております。当連結会計年度は、期初から緊急事態宣言下における主

要な顧客の在宅勤務推進等による購買需要減退の影響を受けました。宣言解除後は製薬企業を中心に

回復基調を見せるものの、通期では前期比微減にとどまりました。この結果、同社のシステム利用料

としての売上高は４億20百万円 （同0.2％減）となりました。
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＜中期経営計画－ＰＲＯＪＥＣＴ ＯＮＥ－における主要売上施策の進捗状況＞

中期経営計画で掲げる主要売上施策は以下のとおり推移しました。

前連結会計年度
(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

(百万円)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

(百万円)

前年同期比
（％）

ｅコマース ※１ 13,754 16,123 117.2

海外事業 ※２ 3,708 3,720 100.3

合計 17,463 19,844 113.6

※１ｅコマースについては、集計対象を一部加えたため、前連結会計年度の数字を変更しておりま

す。

※２海外事業の約７割は中国現地法人の売上ですが、現地法人事業年度が１～12月のため、現地に

おける１～12月の売上高を連結しております。

※３前中期経営計画で掲げていた新規商材は既存事業を含めた各事業にまたがる商材となるため、

現中期経営計画では分離して扱う集計を行っておりません。

なお、ｅコマースにつきましては、集中購買やネット通販のチャネルに加え、販売店のｅコマース

を支援する「Ｗａｖｅ」の利用拡大を推進しております。エンドユーザーと販売店と当社がデジタル

連携していく仕組みで、商流のＤＸ化にも貢献できるシステムであります。販売店の販売ツールとし

て賛同を得て、計画を上回るペースでご利用いただいております。

海外事業につきましては、中国においてローカル向けの研究需要は好調なものの、日系企業向けが

低調であり邦貨ベースでは為替の影響から全体では前期比微増にとどまりました（人民元ベースでは

3.3％の増収）。日本からの中国以外のアジア地域等への輸出は、海外渡航が難しい上、海外経済の

減速の影響を受けましたが、通期で前年実績を確保することができました。

（２）当期の財政状態の概況

(資産の部)

当連結会計年度末の流動資産は、587億21百万円（前連結会計年度末比105億40百万円増）となりま

した。これは、主として売上の増加に伴う売上債権の増加により受取手形及び売掛金並びに電子記録

債権が合わせて47億59百万円増加したこと、現金及び預金が22億71百万円増加したこと、たな卸資産

が19億18百万円増加したこと等によるものです。

固定資産は、355億３百万円（同21億64百万円増）となりました。これは、主としてトライアンフ

２１ののれんの期中償却及び減損処理によりのれんが９億12百万円減少した一方、保有投資有価証券

の時価評価等により投資有価証券が26億97百万円増加したこと等によるものであります。「Ｓｍａｒ

ｔ ＤＣ」に関する建設仮勘定は、稼動に伴い機械装置等に振り替わりました。



アズワン株式会社(7476) 2021年３月期 決算短信

-5-

(負債の部)

当連結会計年度末の流動負債は、255億96百万円（前連結会計年度末比34億16百万円増）となりま

した。これは主として、売上の増加に伴う仕入債務の増加により支払手形及び買掛金が23億70百万円

増加したこと、１年以内に返済期限を迎える長期借入金の科目振替により短期借入金が４億50百万円

増加したこと、未払法人税等が３億86百万円増加したこと等によるものであります。

また、固定負債は、58億67百万円（同30億21百万円増）となりました。これは、主としてコロナ禍

下の流動性を考慮して期初に行った借入れにより長期借入金が21億50百万円増加したこと、投資有価

証券の評価増等に伴い繰延税金負債が９億29百万円増加したこと等によるものであります。

(純資産の部)

当連結会計年度末の純資産は、627億61百万円（前連結会計年度末比62億67百万円増）となりまし

た。これは、主として利益剰余金が34億23百万円増加したこと、その他有価証券評価差額金が27億43

百万円増加したこと等によるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ32億71百万円増加し、100億

56百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度における営業活動によるキャッシュ・フローは、53億81百万円の資金収入で、前連

結会計年度に比べ収入が９億31百万円減少いたしました。これは、主として仕入債務の増減に伴い収

入が前連結会計年度に比べ31億16百万円増加した一方、売上債権の増減に伴い支出が41億32百万円増

加したこと等によるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度における投資活動によるキャッシュ・フローは、21億16百万円の資金支出で、前連

結会計年度に比べ支出が13億41百万円減少いたしました。これは、主として前連結会計年度において

大きかった「Ｓｍａｒｔ ＤＣ」向けの投資が落ち着いたことで有形固定資産の取得による支出が19

億57百万円減少した一方、資本業務提携を行ったＨＰＣシステムズ株式会社の株式取得等に伴う投資

有価証券の取得による支出が９億60百万円増加したこと等によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度における財務活動によるキャッシュ・フローは、11百万円の資金収入（前連結会計

年度は28億73百万円の資金支出）となりました。これは、主としてコロナ禍下の流動性を考慮して行

った資金調達により長期借入れによる収入が40億円増加し、配当金の支払額による支出が３億16百万

円減少した一方、長期借入金の返済による支出が15億円増加したこと等によるものです。
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(参考)キャッシュ・フロー関連指標の推移

2017年３月期 2018年３月期 2019年３月期 2020年３月期 2021年３月期

自己資本比率(％) 70.6 67.0 67.5 69.2 66.5

時価ベースの自己資本比率
(％)

129.1 162.6 208.5 218.0 275.9

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率(年)

0.8 1.1 0.4 0.4 0.9

インタレスト・カバレッジ・
レシオ(倍)

91.1 75.7 198.7 339.7 529.3

ａ．各指標の算出方法は以下のとおりであります。

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

ｂ．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

ｃ．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（期末自己株式数控除後）により算出して

おります。

ｄ．営業キャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローを使用しております。

ｅ．利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。

ｆ．有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を

対象としております。

ｇ．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等

を2019年３月期の期首から適用しており、2018年３月期に係る指標については、当該会計基準

等を遡って適用した後の指標となっております。

（４）今後の見通し

コロナ禍が社会及び経済へ暗い影を落としており、ワクチン接種開始により中期的には一定の収束

が期待されるものの、変異ウイルス等の不確定要素もあり、先行きを見極めることは非常に困難な状

況となっております。医療の最前線においては、ワクチンの普及にはまだ時間を要すものと思われ、

当面は感染防止対策や重症者対応を継続せざるを得ない状況が続くと思われます。一方、長引く停滞

感の中でも、日本を含む世界各国では多額の財政出動を予定しており、世界経済の回復が期待されて

おります。国内においては、脱炭素に向けた研究開発投資や巣ごもり消費・ニューノーマル等に対応

した生産活動、ワクチン普及後の個人消費の回復が見込まれるところでもあります。

このような環境のもと、当社グループでは「持続可能な社会を創っていくために、研究者や医療従

事者が仕事に専念できる環境を提供する」というミッションを実現するため、様々なチャネルからお

客様のニーズを汲み取り、課題解決に力を注いでまいります。そのためにも、中期経営計画「－ＰＲ

ＯＪＥＣＴ ＯＮＥ－」で掲げる「連続的進化」を遂げていくことで業容の拡大を図ってまいりま

す。
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ｅコマース事業については、引き続き集中購買システム「ｏｃｅａｎ」や販売店向けＥＣ支援シス

テム「Ｗａｖｅ」等の接続先拡大と既存取引の深堀りを図ってまいります。また、ｅコマース推進部

内にデジタルイノベーショングループを新たに設置し、ＩＴやデジタル情報を活用した顧客サービス

の開発・組成に挑戦してまいります。

海外事業については、中国にて現地オリジナル品の拡充を図るとともに、集中購買等のシステム購

買需要の開拓をしてまいります。また、多言語ｅコマースサイト「Ｗａｖｅ_ＧＬＯＢＡＬ」「ＡＸ

ＥＬ_ＧＬＯＢＡＬ」を活用し、海外拠点を有する国内販売店への販売支援と海外ユーザーへの販売

促進を図ってまいります。

サービス営業においても、機器メンテナンスや校正・修理及びレンタルなどのサービスメニューを

さらに推進してまいります。

商品展開としては、インターネットサイト「ＡＸＥＬ」での取り扱い点数を更に50万点拡充する計

画です。また、秋頃を目途に主力カタログであるナビス看護・医療用品総合カタログの更新を予定し

ています。時代とともに変化する商品ニーズを的確に捉え、取引サプライヤーを拡大すると共に、オ

リジナル商品の拡充にも注力してまいります。

このような状況を踏まえ、次期の連結業績予想は以下のとおりといたしました。

なお、以下見通しは、外部環境としてコロナ禍下においても企業の生産活動や研究活動が極端に停

滞することなく継続し、コロナワクチンの普及とともに景気が拡大すること、一方医療の現場におい

ては、引き続きコロナ対応を強いられつつもいずれは、ワクチンの普及に伴い医療活動に落ち着きを

取り戻すこと、また、その後も定着常態化した感染対策需要が一定程度継続することを前提としてお

ります。従って生産活動や研究活動の大幅な縮小や自粛・休業要請等の長期化などの状況の変化によ

り変動する可能性があります。業績予想の修正の必要が発生した場合には速やかに開示いたします。

また、次期連結会計年度より「収益認識に関する会計基準」等が適用されます。

　当社グループの場合は、代理人取引における売上高計上額の変更などにより、一部売上高の減少に

繋がりますので、当連結会計年度との比較においては下表を参照いただきますようお願いいいたしま

す。

（連結業績予想）

2021年3月期

（百万円）

2022年3月期

業績予想（百万円）

前期比

（％）

①従来基準売上高 81,606 (83,435) (102.2)

②（新基準売上高） (81,151) 82,770 (102.0)

③決算売上高 81,606 82,770 101.4

④会計基準適用による減少

（①－③）
(―) (665) (0.8)

⑤営業利益 9,891 9,290 93.9

⑥経常利益 10,195 9,670 94.8

⑦親会社株主に帰属する

当期純利益
5,988 6,610 110.4

( )は参考数値であります。
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売上面については、当連結会計年度はメディカル部門の貢献により年間112億円増（前期比15.9％

増）と、例年にない大きな成長を示しましたが、次期の同部門については年度後半にはワクチンの普

及とともに若干の反動があるものと見込んでおります。

利益面については、オリジナル商品の強化やサービス事業の伸展による付加価値の向上を図ってい

くものの、市場環境の変化等も勘案し若干の収益性の見直しを行い、販管費において人員増やＩＴ投

資、営業・プロモーション活動の再活性化等のコストアップを想定しております。

(注)この資料に記載されております業績等の予想数字につきましては、現時点で得られた情報に基

づいて算定しておりますが、多分に不確定な要素を含んでおります。従いまして、実際の業績等は業

況の変化などによりこの資料に記載されている予想とは大きく異なる場合がありますことをご承知お

きください。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、企業間及び経年での比較可能性を確保するため、日本基準に基づき連結財務諸表

を作成しております。

なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針

であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当連結会計年度
(2021年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,074,682 14,346,627

受取手形及び売掛金 19,757,785 22,147,011

電子記録債権 6,670,833 9,040,904

有価証券 2,000,000 3,500,000

たな卸資産 7,056,307 8,974,550

その他 634,754 726,987

貸倒引当金 △12,645 △14,106

流動資産合計 48,181,717 58,721,975

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,367,528 6,369,931

減価償却累計額 △3,634,621 △3,743,762

建物及び構築物（純額） 2,732,907 2,626,169

機械装置及び運搬具 597,288 4,125,215

減価償却累計額 △332,359 △917,065

機械装置及び運搬具（純額） 264,929 3,208,150

工具、器具及び備品 2,939,794 3,336,423

減価償却累計額 △2,368,361 △2,586,712

工具、器具及び備品（純額） 571,433 749,711

土地 2,021,463 2,031,560

リース資産 727,038 727,038

減価償却累計額 △571,952 △620,252

リース資産（純額） 155,086 106,786

建設仮勘定 3,123,931 213,554

有形固定資産合計 8,869,751 8,935,932

無形固定資産

のれん 912,098 -

ソフトウエア 914,445 1,359,678

ソフトウエア仮勘定 453,612 149,189

その他 4,023 9,524

無形固定資産合計 2,284,180 1,518,393

投資その他の資産

投資有価証券 17,457,637 20,155,341

退職給付に係る資産 100,194 62,148

繰延税金資産 32,351 41,809

投資不動産 5,212,810 5,213,986

減価償却累計額 △1,197,122 △1,260,607

投資不動産（純額） 4,015,688 3,953,378

その他 625,908 854,987

貸倒引当金 △47,369 △18,820

投資その他の資産合計 22,184,411 25,048,846

固定資産合計 33,338,343 35,503,172

資産合計 81,520,060 94,225,148
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当連結会計年度
(2021年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 16,698,353 19,068,459

短期借入金 1,150,000 1,600,000

未払法人税等 1,683,137 2,069,594

賞与引当金 721,029 913,346

その他 1,927,602 1,944,943

流動負債合計 22,180,122 25,596,343

固定負債

長期借入金 950,000 3,100,000

繰延税金負債 152,258 1,081,996

株式給付引当金 111,332 94,159

役員株式給付引当金 33,480 38,799

退職給付に係る負債 12,967 14,328

資産除去債務 898,882 902,594

その他 687,088 635,149

固定負債合計 2,846,009 5,867,027

負債合計 25,026,131 31,463,371

純資産の部

株主資本

資本金 5,075,000 5,075,000

資本剰余金 4,452,559 4,810,578

利益剰余金 48,995,614 52,419,053

自己株式 △5,917,747 △6,156,955

株主資本合計 52,605,426 56,147,675

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,719,241 6,462,954

繰延ヘッジ損益 20,515 -

為替換算調整勘定 28,955 31,357

その他の包括利益累計額合計 3,768,711 6,494,311

新株予約権 119,790 119,790

純資産合計 56,493,928 62,761,777

負債純資産合計 81,520,060 94,225,148
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日

　至 2021年３月31日)

売上高 70,389,563 81,606,782

売上原価 48,440,198 55,679,536

売上総利益 21,949,364 25,927,246

販売費及び一般管理費 13,398,686 16,035,451

営業利益 8,550,677 9,891,794

営業外収益

受取利息 70,724 71,808

受取配当金 35,968 40,764

不動産賃貸料 417,153 433,200

その他 29,935 48,288

営業外収益合計 553,782 594,061

営業外費用

支払利息 18,497 10,150

為替差損 15,544 31,134

固定資産除却損 6,302 52,289

不動産賃貸原価 192,519 173,764

その他 49,010 22,591

営業外費用合計 281,874 289,930

経常利益 8,822,585 10,195,925

特別利益

投資有価証券売却益 - 109

特別利益合計 - 109

特別損失

投資有価証券評価損 76,000 428,391

減損損失 - 826,589

特別損失合計 76,000 1,254,980

税金等調整前当期純利益 8,746,585 8,941,054

法人税、住民税及び事業税 2,836,428 3,232,565

法人税等調整額 △55,883 △280,267

法人税等合計 2,780,545 2,952,297

当期純利益 5,966,040 5,988,756

親会社株主に帰属する当期純利益 5,966,040 5,988,756
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日

　至 2021年３月31日)

当期純利益 5,966,040 5,988,756

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 143,964 2,743,712

繰延ヘッジ損益 18,673 △20,515

為替換算調整勘定 △32,023 2,401

その他の包括利益合計 130,614 2,725,599

包括利益 6,096,655 8,714,355

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 6,096,655 8,714,355



アズワン株式会社(7476) 2021年３月期 決算短信

-13-

（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自2019年４月１日 至2020年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 5,075,000 4,452,559 45,910,404 △5,918,551 49,519,412

当期変動額

剰余金の配当 △2,880,830 △2,880,830

親会社株主に帰属する

当期純利益
5,966,040 5,966,040

自己株式の取得 △2,320 △2,320

自己株式の処分 3,124 3,124

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― 3,085,209 803 3,086,013

当期末残高 5,075,000 4,452,559 48,995,614 △5,917,747 52,605,426

その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益 為替換算調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 3,575,276 1,841 60,978 3,638,096 94,693 53,252,203

当期変動額

剰余金の配当 △2,880,830

親会社株主に帰属する

当期純利益
5,966,040

自己株式の取得 △2,320

自己株式の処分 3,124

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
143,964 18,673 △32,023 130,614 25,096 155,711

当期変動額合計 143,964 18,673 △32,023 130,614 25,096 3,241,725

当期末残高 3,719,241 20,515 28,955 3,768,711 119,790 56,493,928
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　当連結会計年度(自2020年４月１日 至2021年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 5,075,000 4,452,559 48,995,614 △5,917,747 52,605,426

当期変動額

剰余金の配当 △2,565,317 △2,565,317

親会社株主に帰属する

当期純利益
5,988,756 5,988,756

自己株式の取得 △457,546 △457,546

自己株式の処分 358,018 218,339 576,357

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― 358,018 3,423,438 △239,207 3,542,249

当期末残高 5,075,000 4,810,578 52,419,053 △6,156,955 56,147,675

その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益 為替換算調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 3,719,241 20,515 28,955 3,768,711 119,790 56,493,928

当期変動額

剰余金の配当 △2,565,317

親会社株主に帰属する

当期純利益
5,988,756

自己株式の取得 △457,546

自己株式の処分 576,357

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
2,743,712 △20,515 2,401 2,725,599 ― 2,725,599

当期変動額合計 2,743,712 △20,515 2,401 2,725,599 ― 6,267,848

当期末残高 6,462,954 ― 31,357 6,494,311 119,790 62,761,777
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日

　至 2021年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 8,746,585 8,941,054

為替差損益（△は益） 1,022 △791

減価償却費 872,757 1,614,134

減損損失 － 826,589

のれん償却額 114,012 85,509

貸倒引当金の増減額（△は減少） 32,522 △27,074

賞与引当金の増減額（△は減少） 29,197 192,316

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △30,075 1,361

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 45,664 38,046

株式報酬費用 25,096 23,898

株式給付引当金の増減額（△は減少） △3,124 42,924

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） － 12,349

固定資産除却損 6,302 51,389

投資有価証券売却損益(△は益) － △109

投資有価証券評価損益(△は益) 76,000 428,391

その他の非資金項目 11,928 5,181

受取利息及び受取配当金 △106,693 △112,573

支払利息 18,497 10,150

売上債権の増減額（△は増加） △623,677 △4,756,110

たな卸資産の増減額（△は増加） 398,618 △1,914,702

仕入債務の増減額（△は減少） △745,310 2,371,336

未払消費税等の増減額（△は減少） 254,051 △303,214

その他 △238,262 560,504

小計 8,885,112 8,090,561

利息及び配当金の受取額 133,668 144,179

利息の支払額 △18,584 △10,166

法人税等の支払額 △2,687,739 △2,843,409

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,312,457 5,381,164

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △500,000 －

定期預金の払戻による収入 1,100,000 1,000,000

投資有価証券の取得による支出 △1,745,986 △2,706,068

投資有価証券の売却による収入 － 669

投資有価証券の償還による収入 2,000,000 2,000,000

有形固定資産の取得による支出 △3,611,728 △1,654,445

無形固定資産の取得による支出 △697,674 △534,743

その他 △1,870 △221,623

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,457,259 △2,116,212
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日

　至 2021年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △40,000 －

長期借入れによる収入 1,000,000 5,000,000

長期借入金の返済による支出 △900,000 △2,400,000

自己株式の処分による収入 3,124 485,332

自己株式の取得による支出 △2,320 △457,546

配当金の支払額 △2,880,699 △2,564,076

リース債務の返済による支出 △53,483 △52,402

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,873,379 11,306

現金及び現金同等物に係る換算差額 △14,067 △4,313

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △32,248 3,271,945

現金及び現金同等物の期首残高 6,816,931 6,784,682

現金及び現金同等物の期末残高 6,784,682 10,056,627
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(表示方法の変更)

(連結損益計算書関係)

前連結会計年度において営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「為替差損」

「固定資産除却損」は、金額的重要性が増したため、当連結会計年度より区分掲記することとし

ました。

前連結会計年度において、独立掲記しておりました「営業外費用」の「寄付金」は、金額の重

要性が乏しくなったため、当連結会計年度より「その他」に含めて表示することとしました。

この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っており

ます。この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、営業外費用に表示していた「寄付

金」34,000千円、「その他」36,857千円は、「為替差損」15,544千円、「固定資産除却損」

6,302千円、「その他」49,010千円として組替えております。

(連結キャッシュ・フロー計算書)

前連結会計年度において営業活動によるキャッシュ・フローの「その他の非資金項目」に含め

て表示しておりました「投資有価証券評価損益（△は益）」は、金額的重要性が増したため、当

連結会計年度より区分掲記することとしました。

この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っており

ます。この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、営業活動によるキ

ャッシュ・フローの「その他の非資金項目」に表示していた87,928千円は「投資有価証券評価損

益（△は益）」76,000千円、「その他の非資金項目」11,928千円として組替えております。

(追加情報)

(新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う会計上の見積りについて)

新型コロナウイルスの感染拡大の完全収束には一定の期間を要すると考えられ、企業活動の抑

制、雇用情勢の悪化が長期化すれば景気後退が見込まれますが、多業種にわたる科学機器や備品

を取り扱う当社グループへの直接的な影響は少なく、医療機関をはじめとする感染予防・保護用

品の需要は当面続くものと思われます。これらにより、繰延税金資産の回収可能性等の重要な会

計上の見積りを行うにあたり新型コロナウイルス感染拡大による影響は限定的であると仮定して

います。

なお、上記の仮定に状況変化が生じた場合には、次期以降の財政状態、経営成績及びキャッシ

ュ・フローの状態に影響を及ぼす可能性があります。
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(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手

可能であり、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、取締役会が定期的に検討を行う

対象としているものであります。

当社グループは、ラボラトリー分野、インダストリー分野及びメディカル・介護分野における

販売店様に、主として機器・備品・消耗品等を卸売の形態で販売しております。取扱商品は多種

多様でありますが、対象市場・顧客、調達方法及び販売方法等について類似する事業を営んでお

ります。この他、ＷＥＢ購買業務代行事業がありますが、重要性が乏しいため、セグメント情報

の記載を省略しております。このため報告セグメントは一つであります。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告セグメントが一つのため、記載を省略しております。

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

報告セグメントが一つのため、記載を省略しております。

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

１株当たり純資産額 3,026円35銭 3,358円63銭

１株当たり当期純利益 319円60銭 320円57銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 319円18銭 320円13銭

(注) １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

項目
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益（千円) 5,966,040 5,988,756

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益（千円)

5,966,040 5,988,756

普通株式の期中平均株式数（株) 18,667,296 18,681,685

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益調整額(千円) ― ―

普通株式増加数(株) 24,558 25,595

(うち新株予約権(株)) (24,558) (25,595)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要

― ―

(注)株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する当社株式は、「１株当たり当期純利益」及び

「潜在株式調整後１株当たり当期純利益」の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含め

ております。「１株当たり当期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり当期純利益」の算定上、控除した当

該自己株式の期中平均株式数は前連結会計年度39,334株、当連結会計年度53,021株であります。
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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４．その他

（１）販売実績

ａ．部門別販売実績

部門

前連結会計年度
(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％)

ラボ・インダストリー部門
(旧研究・産業機器部門)

56,189,174 79.8 60,137,235 73.7

メディカル部門
(旧病院・介護部門)

13,779,165 19.6 21,049,127 25.8

その他 421,223 0.6 420,420 0.5

合計 70,389,563 100.0 81,606,782 100.0

(注) １．金額には、消費税等は含まれておりません。

２．部門別販売実績は、部門ごとに管轄する販売店への販売実績を集計した補足情報であり、セグメント情報

の記載ではありません。

３．部門名称を変更しました。集計方法は従来と変更ありません。

４．その他は株式会社トライアンフ・ニジュウイチのシステム利用料売上であります。

ｂ．品目別販売実績

品目

前連結会計年度
(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％)

科学機器・装置

汎用科学機器・装置 7,775,069 11.1 8,106,334 9.9

分析、特殊機器・装置 12,605,694 17.9 15,206,059 18.6

物理、物性測定機器・装置 4,108,567 5.8 4,320,776 5.3

実験用設備機器 6,514,426 9.3 7,484,347 9.2

小計 31,003,757 44.1 35,117,517 43.0

科学器具・消耗品

汎用器具・消耗品 18,071,621 25.7 18,962,361 23.2

半導体関係特殊器具 8,057,413 11.4 8,634,362 10.6

小計 26,129,035 37.1 27,596,724 33.8

看護・介護用品 12,835,547 18.2 18,472,121 22.7

その他 421,223 0.6 420,420 0.5

合計 70,389,563 100.0 81,606,782 100.0

(注) １．金額には、消費税等は含まれておりません。

２．品目別販売実績は、当社の品目分類による品目ごとの販売実績を集計した補足情報であり、セグメント情

報の記載ではありません。

３．その他は株式会社トライアンフ・ニジュウイチのシステム利用料売上であります。
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（２）監査等委員会設置会社への移行について

当社は、2021年６月25日開催予定の第60回定時株主総会の承認を前提として、監査等委員会設置

会社に移行する予定であります。詳細は、2021年４月９日公表の「監査等委員会設置会社への移行

等および役員人事に関するお知らせ」をご覧ください。

(３) 役員の異動(2021年６月25日付予定)

役員の異動につきましては、2021年４月９日公表の「監査等委員会設置会社への移行等および役

員人事に関するお知らせ」をご覧ください。

　




